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　昨年、道内で
は羆

ひぐま

による人身
事故が多発しま
した。これは羆
の保護のため、
それまで行われ
ていた春熊駆除
を1990年に禁止
した結果、羆の生息数が倍以上に増えたからだといわ
れています。その結果、今年から春期管理捕獲として
春熊駆除が再開されました。アイヌ民族にとってはそ
の賢

かしこ

さとともに、漢方薬として珍
ちん

重
ちょう

される胆のう、毛
皮や肉を授けてくれるキムンカムイ（羆）は最も重要
な神様でした。北海道がアイヌの国であった時代に、
羆の数が増えすぎたり、逆に減りすぎたりということ
は起こらなかったのは、アイヌの人々が羆を単なる獲
物としてだけでなく神として尊

そん

重
ちょう

し、敬意をもって捕
獲する一方、ヒグマの生態を常時把握して、捕獲しす
ぎるということはなかったからだろうと思われます。
また、子熊をある程度まで育ててイヨマンテで神の世
界に送り返すという伝統行事も、現実的には羆が増え
すぎ、飢えによる「ともぐい」や抗争を調整すること
に役立っていたと思われます。アイヌ民族のような考
えをもっていないと、利益に目がくらんで獲れるだけ
獲るということになりがちです。このような人間の欲
のせいで絶滅に追い込まれた生き物は、エゾオオカミ
をはじめ、世界中に無数にいるでしょう。
　アイヌ社会では、誰かに大切な羆猟に連れて行って
もらえるというのは、その人から、そして神からも信
用されているという人物評価を意味しました。猟で羆
を「授かる」ためには、同行する人の人選を含め、大
変厳しい決め事があったそうです。身内に不幸があっ
た人は神様に好まれないイソサックル（iso－獲物 sak
－欠く kur－人）と呼ばれ、猟に参加させてもらえま
せん。実際、このような人が参加すると、労

ろう

苦
く

はあっ
ても獲物を得られなかったといいます。逆に神様に好
まれる人はイソンクル（iso－獲物の un－ある kur－
人）です。また、羆のなかには人に加害する悪い羆、ウェ

ンカムイ（wen－
悪い kamuy－神）
またはウェンユク

（wen－ 悪 い yuk
－獲物）もいます。
アイヌの人々は羆
の足跡でウェンユ
クを見分けること

ができるといいます。足跡が明瞭で、いかにもノッシ
ノッシと歩いている羆は（性格の）良い羆、前に重心
があって足の後ろがしっかりと地に着いていないとか
４ つの爪の跡しかついていない羆は「何か企

たくら

んでいる」
性格の悪い羆と判断されました。性

しょう

悪
わる

羆の企みは、例
えば、先に行ったように見せかけて、待ち伏せして人
を襲うというようなことです。足跡からおよその体形
や年齢を予測するということは羆の研究者も行ってい
ますが、足跡から羆の性格の良し悪しまで推測するよ
うな観察はしていないのではないでしょうか。善良な
羆は人里から離れた山の高い、食糧の満ちあふれたと
ころにいるそうで、ヌプリノシケクル（nupuri－山 
noske－中央 kur－人）といい、性悪な羆はヌプリケ
スンクル（nupuri－山 kes－ 端に un－いる kur－人）
で、人里近くに現れる羆は、羆のテリトリーから追い
出された飢えた性悪な羆が多いとのことです。羆は普
通 2 頭ずつ子どもを産みます。たまに ３ 頭産むことが
あると ３ 頭目は性格が悪くなるそうです。これは、母
熊の乳房が ２ つしかないため、十分に母乳を飲むこと
ができないためだと言われます。
　羆を授かった場合は、簡単でも必ず魂送りの儀式が
行われました。最も重要なのは、「なるべく早く蘇

よみがえ

っ
て（帰ってきて）ください」と述べることでした。こ
れは、人の助言によって更に蘇りが早くなるためです。
アイヌ文化では生き物は死んでも魂は生き続け、再び
かたちのあるものとしてこの世に戻ってくると信じら
れていたのです。羆の頭数が減ったら猟をやめ、増え
たらまた捕獲を再開するというご都合主義ではなく、
アイヌの人々のように、生き物の尊厳を大切にしつつ
共存することはできないものかと思います。
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